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＜あらまし＞ 教員の自己調整学習方略を高めるための，研修動画の視聴と相互コメントによ

る研修プログラムを設計した．KOLBの経験学習モデルを基に，動画視聴後，学習者同士で相
互コメントを行うことや，ナッジ理論による相互コメントへの促進を行う内容とした．調査内

容として，自己調整学習方略の向上を分析するためのプレ・ポストアンケート，KIRKPATRICK
の評価モデルを参考とした研修プログラムの評価アンケートを作成した．研修プログラムの設

計後，エキスパートレビューを基に，研究対象とする教員の要件を明確にすること，オンライ

ンを活用した研修の利点について具体化することなどの改善点を得た． 
＜キーワード＞ 動画視聴，相互コメント，経験学習モデル 
 
1. はじめに 

文部科学省(2022)は，教員研修の変化とし
て，「オンラインによる受講環境の充実」をあ

げており，研修コンテンツを一元的に収集・

整理・提供するプラットフォームの構築が期

待されている．今後は，「新たな教師の学び」

として「自らの学びのニーズに動機づけられ」

ることや「主体的に学びをマネジメントして

いくことが重要」であることが指摘されてお

り，このような環境を生かし，研修として自

身の教育課題に関する動画を選択し，時間を

確保して自主的に視聴したり，関連すること

を調べたりすることが考えられる． 
オンライン環境で，学習者が自主的に時間

と場所を選択して学習する方法の一つに eラ
ーニングがある．これまでも，ビデオ・モジ

ュールを活用した，教員の ICT活用指導力を
向上させる研修システムの開発 (清水ほか 
2010)など，オンラインによる受講環境を生
かした研修が行われている．しかし eラーニ
ングによる学習は，自律的に学習を進める困

難さも指摘されている(松田・原田 2007)．こ
れに対し渡邉・向後(2017)は，相互評価の有
用感が学習継続意欲に対して正の影響力があ

ることを示している． 
教員が自主的に研修を進めていくためには，

e ラーニングの利点や困難さを改善する取り
組みに関する知見を参考とした研修プログラ

ムを開発していく必要がある．そこで本研究

では，教員が自主的に学習を進めるための研

修の要件に示唆を得るため，自己調整学習方

略を高めることに着目し，動画視聴と相互コ

メントによる研修プログラムを設計した． 
 

2. 研修プログラムの概要 

2.1. 自己調整学習方略によるプレ・ポスト
アンケート 

石川・向後(2016)が学生を対象として作成
した尺度を参考とした．本研究の対象が教員

であることを踏まえ，「学習方法を振り返る」

「学習を工夫する」「同僚・友人にたずねる」

「学習計画を立てる」「自分にご褒美を与える」

の５つのカテゴリからなる 23 項目とした．
アンケートは，研修プログラムの前後におい

て，Googleフォームで行うこととした． 
2.2. 動画の内容と視聴期間 

教員が自主的に学習を進めていくことを考

慮し，研修対象となる動画は，教員自身が選

択するようにした．参考となる動画として，

教職員支援機構のウェブサイトを紹介した．

調査期間は１か月と予定している． 
2.3. 経験学習モデルを基にした動画視聴後

の振り返り投稿 

図１に，研修プログラムの概要を示す．上

田・半田(2022)では，プロジェクト学習を
KOLB(2014)の経験学習モデルに即して捉え，
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振り返り課題について，「抽象的概念化」の観

点から分析を行なっている．これを参考に，

振り返りの記述内容については「視聴動画の

内容紹介（内省的観察）」と「視聴動画の推薦

（抽象的概念化）」について回答を求めること

とした． 
2.4. ナッジ理論による相互コメントの促進 

相互コメント活動への参加意欲を高める方

法として，ナッジ理論による働き掛けを提案

している前田ほか(2023)を参考に，Confront
と Social Influenceの考え方に基づき，研修
期間の１か月，毎週末，現在のコメント数と

平均コメント数を示したグラフを提示する． 
2.5. 事前・事後の意識調査アンケート 

本研修プログラムの有効性を検証するため，

小清水ほか(2014)を参考とし，研修に対する
満足度，相互コメントやナッジによるコメン

ト促進の効果についてアンケートを行う． 
 

3. 分析方法 

分析は次の手順で行う．①調査後，プレア

ンケートとポストアンケートの結果を比較し，

上がった項目の優位差について t 検定を行う
②調査期間中のすべてのコメントを記録する

③コメントの記述量の変化をグラフ化する④

コメントの記録について，共通する内容で分

類しカテゴリ化し一覧にまとめる．分類は第

一筆者が行い，第二筆者と確認し，一致しな

い部分は協議の上決定する． 
 

4. エキスパートレビューから得た改善点 

エキスパートレビューの結果，研修対象と

する教員の学習に対する意欲の高低，動画視

聴への経験といった視点から要件を明確にし

ていくこと，オンラインを活用する利点とし

て，学習の振り返りや相互コメントがクラウ

ドで自動保存されるといった内容を具体化し

ていくといった改善点を得た． 
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図１ 研修プログラムの概要 
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